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IAA モビリティ 2025：ボッシュ、高度なハードウェアと 

ソフトウェアソリューションで新たなクルマの世界を形成 

ソフトウェア ドリブン モビリティがボッシュのモビリティ事業の成

長を牽引 

  

 ロバート・ボッシュ GmbH 取締役会会長 シュテファン・ハルトゥング：

「ボッシュは、ソフトウェア ドリブン モビリティの時代において、引き続

き業界を形成する重要な役割を担います」 

 成功への道：ボッシュのブレーキバイワイヤおよびステアバイワイヤ関連事

業の 2032 年までの累計売上高は、70 億ユーロ超となる見込み 

 マルクス・ハイン：「ソフトウェア ドリブン ビークルはユーザー中心で、

ソフトウェアのアップデートを通じて常に学習します」 

 将来の実現可能性： ボッシュは 2028 年までにビークルモーションマネジ

メントソフトウェアにさらに数億ユーロ規模の投資を行う予定 

 

 

 

ミュンヘン（ドイツ）– ボッシュはミュンヘンで開催中の IAA モビリティ 

2025 にて、自動車業界において、ボッシュの名がソフトウェアと切っても切り

離せない存在であることを実証しています。ボッシュが、ソフトウェアの可能

性に合わせたハードウェアをワンストップで供給していることも、世界的にみ

て独自の強みとなっています。ロバート・ボッシュ GmbH 取締役会会長のシュ

テファン・ハルトゥングは、「ボッシュはソフトウェアとハードウェアに精通

しています。高度なハードウェアがなければ、どれほど賢いクルマであっても

1mm たりとも動きません」と展示会で述べています。 「私たちの目標は、ソ

フトウェア ドリブン モビリティの時代において、カスタマイズされた高度なソ

リューションを提供することで、引き続き業界を形成する重要な役割を担うこ

とです」  

 

成功の兆しは当初から見えており、ボッシュはソフトウェア主導の世界で確固

たる地位を築いています。一例として挙げられるのは、ボッシュのブレーキと

ステアリングバイワイヤシステムです。これらは、ソフトウェア ディファイン

ド ビークルや自動運転にとって重要な技術とされています。これはソフトウェ

アが制御を担い、機械的な接続はもはや不要です。これはボッシュにとって重
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要なビジネスで、ブレーキバイワイヤおよびステアバイワイヤ関連事業の累計

売上高は 2032 年までに 70 億ユーロを超えると見込んでいます。この主要技術

の市場ダイナミクスは、2030 年代にはさらに加速することが予測されていま

す。バイワイヤ技術は、自動車構造全体の将来像を示唆するものです。「将来

ハードウェアは、ソフトウェアの要件に適合するように設計されるでしょう」

と、ロバート・ボッシュ GmbH 取締役会メンバー兼ボッシュ モビリティ事業

セクター統括部門長であるマルクス・ハインは述べています。 

 

ボッシュが目指す、車からパーソナルアシスタントへの転換 

ボッシュ モビリティの事業は、ソフトウェア ドリブン モビリティにおいて発

展を続けており、組み込みソフトウェアを搭載したハードウェアから、サービ

ス、そしてメーカーやパートナーがエコシステムに統合する完全に独立したソ

フトウェアへと進化しています。「スタンド アローンであろうと相互接続され

ていようと、標準化されていようと統合されていようと、分離されていよう

と、お客様のご要望通りにすべてを提供できます」とハルトゥングは述べてい

ます。これは明らかにビジネスに影響を及ぼしており、世界的な自動車生産の

停滞や需要の低迷、e モビリティ導入や自動運転実現の遅れにもかかわらず、

ボッシュ モビリティの業績は今年度、わずかながら成長する見込みです。な

お、売上高は 2%弱増加すると予想されています。 

 

これまでは、車両は納車された瞬間が最新の状態でした。「しかし将来的に

は、ソフトウェアは継続的にアップデートされ、AI によって常に学習するよう

になるでしょう」と、ハインは言います。「何よりも、新しいモビリティは

ユーザー中心です」とハインは付け加えます。具体的には、ボッシュのビーク

ルモーションマネジメントソフトウェアが、ブレーキ、ステアリング、パワー

トレイン、シャシーを集中制御して、車両のすべての動きを調整します。その

ため個々のシステム間の連携が向上し、ドライバーの好みに合わせて調整する

ことも可能になります。今日は特に滑らかな乗り心地にしたい、明日はもう少

し俊敏に走りたい、明後日は揺れの少ない停車を心掛けたい、などの好みが変

わっても問題ありません。ボタンひとつで、車両の乗り心地がまったく変わり

ます。またボッシュのビークルモーションマネジメントはハードウェアから切

り離されているため、異なる車両アーキテクチャでも簡単に使用可能です。 

 

しかもこれは単なる理論ではなく、すでに実現しています。ボッシュのソフト

ウェアは欧州、中国、日本など 20 社以上のメーカーにすでに広く採用されてい

ます。ボッシュは今後 3 年間で、ビークルモーションマネジメントに数億ユー

ロ規模の投資を行い、すべての領域でモジュラー型のソフトウェアと機能ポー

トフォリオを拡充する予定です。またボッシュのビークルモーションマネジメ

ントは、バイワイヤソリューションとの組み合わせることで、さらなる性能を

発揮します。ソフトウェアがドライバーの操作から独立して、各ブレーキやス

テアリングのアクチュエータを制御できるようになります。これは、安全性、

快適性、そして車両運動性能の向上に貢献します。 
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ボッシュのスマートソフトウェアがもたらす優位性 

ボッシュの先進運転支援システム（ADAS）製品ラインアップもソフトウェア主

導です。高度運転支援システムの場合、自動車メーカーは事前に用意された 3

つのバリエーションから選択でき、その後は迅速かつブランド独自の方法で量

産に移行することができます。ここでも、自動車メーカーは要件に応じて、

ハードウェアとソフトウェアを統合することも、個別に調達することも可能

で、どちらの選択肢でも包括的なアプローチのメリットを享受できます。ボッ

シュはハードウェアとソフトウェアの相互作用に精通しており、既存の環境に

シームレスに統合できる、個別に最適化されたソリューションの提供が可能で

す。 

 

ソフトウェア観点から設計・開発された最新の車両は、より少数の、しかしな

がらより高性能な車両コンピューターを使用しています。これはボッシュに

とって成長の原動力となっており、ボッシュの高性能コンピューター事業は現

在、BMW グループをはじめとする自動車メーカーを顧客に、毎年 5%以上の成

長を遂げています。ボッシュはまた、運転支援やインフォテインメントなどの

さまざまな機能を、単一のコントロールユニットとひとつの SoC（システム オ

ン チップ）に統合した中央車両コンピューターも提供しています。これによ

り、スペース、コスト、消費エネルギーを削減します。これらのシステムはモ

ジュール型で、異なるメーカーのソフトウェアを柔軟に統合することが可能で

す。中国では、ボッシュが上海通用汽車（SAIC-GM）に高性能コンピューター

を供給し、AI を搭載したコックピットの実現に貢献しています。この AI コック

ピットにより、ドライバーはごく自然に車に話しかけ、まるで人間のように対

話することができます。 

 

ボッシュは知識と専門性によって求められるパートナーに 

ソフトウェア主導の未来は、自動車業界を根本から変えつつあります。ボッ

シュは、この新しい世界がもたらす機会を捉えたいと考えており、そしてその

ための好位置につけています。ボッシュほどハードウェアおよびソフトウェア

の専門知識と世界的なプレゼンスをシームレスに兼ね備えている企業はほとん

どありません。これにより、ボッシュは高度なコネクテッドカーの開発におい

て、柔軟かつ信頼できるパートナーとなっています。つまるところ、新規ビジ

ネスモデルや拡張性の高いソフトウェアシステムに関しては、戦略的パート

ナーシップが不可欠です。ボッシュはすでに、中国で WeRide や Horizon 

Robotics と協力し、運転支援および自動運転のシステムの開発に取り組んでい

ます。欧州では、ボッシュとフォルクスワーゲングループのソフトウェア開発

部門である CARIAD がこの分野で戦略的パートナーとなっています。 ボッシュ

は、このような提携が今後ますます重要になると考えています。同時に、車両

に占めるソフトウェアの割合は拡大し続け、それによりさらに安全で便利なモ

ビリティという形でドライバーにメリットがもたらされるとみています。 

 



 

 

   

 

  

Page 4 of 4 

報道用画像およびインフォチャートは、 ボッシュ・メディア・サービス

www.bosch-press.com でご覧いただけます。 

 

報道関係対応窓口： 

Athanassios Kaliudis, 

電話: +49 152 0865 1292  

E-Mail: Athanassios.Kaliudis@de.bosch.com  

 

 

IAA モビリティにおけるボッシュ オープンスペース： 

ミュンヘン市街地では、IAA オープンスペースがゲストに開放されます。 

日時： 2025 年 9 月 9 日（火）～13 日（土）11:00～21:00（CEST） 

2025 年 9 月 14 日 (日) 10:00～17:00 (CEST)  

IAA 期間中、来場者はミュンヘンの Englischer Garten 公園にあるサイクリング

テストトラックにて、Cargo ラインやその他の技術革新、および Bosch eBike 

Systems が提供するさまざまなデジタル機能を体験できます。さらに、オデオ

ン広場のオープンスペースでは、ボッシュの eBike 製品のエキスパートが質問

に回答します。 

 
モビリティは、ボッシュ・グループ最大の事業セクターです。2024 年の売上高は 558 億
ユーロで、グループ総売上高の約 62％を占めています。モビリティの売上により、ボッ
シュ・グループはリーディングサプライヤーの地位を確立しています。モビリティ事業セク
ターは、安全でサステイナブルかつ魅力的なモビリティをめざし、お客様にモビリティのた
めのトータルソリューションを提供します。その事業領域は主に、電動化、ソフトウェアと
サービス、半導体とセンサー、車両コンピューター、先進運転支援システム、ビークルダイ
ナミクスコントロールシステム、リペアショップコンセプト、オートモーティブ アフター
マーケットやフリート向けのテクノロジーおよびサービスなどです。さらにボッシュは、電
気駆動マネジメントや横滑り防止装置 ESC（エレクトロニック スタビリティ コントロー
ル）、ディーゼル用コモンテールシステムなどの自動車の重要な革新技術を生み出してきま
した。 
 
世界のボッシュ・グループ概要 
ボッシュ・グループは、グローバル規模で革新のテクノロジーとサービスを提供するリー
ディングカンパニーです。2024 年の従業員数は約 41 万 8,000 人（2024 年 12 月 31 日現
在）、売上高は 903 億ユーロ（約 14.8 兆円*）を計上しています。ボッシュは事業を通じ
て、自動化、電動化、デジタライゼーション、ネットワーク化、持続可能性の取り組みと
いった普遍的なトレンド形成に、自社のテクノロジーを活用することをめざしています。こ
うした観点から、ボッシュは地域や業界の壁を超えた幅広い事業展開により、革新性と堅牢
性を高めています。ボッシュはセンサー技術、ソフトウェア、サービスにおける実績ある専
門知識を活かし、さまざまな分野にまたがるソリューションをワンストップでお客様に提供
しています。また、ネットワーク化と AI に関する専門知識を応用して、ユーザーフレンド
リーで持続可能な製品を開発・製造しています。ボッシュはコーポレートスローガンである
「Invented for life」なテクノロジーによって、人々の生活の質の向上と天然資源の保護に
貢献したいと考えています。ボッシュ・グループは、ロバート・ボッシュ GmbH とその子会
社 490 社、世界約 60 カ国にあるドイツ国外の現地法人で構成されており、販売／サービス
パートナーを含むグローバルな製造・エンジニアリング・販売ネットワークは世界中のほぼ
すべての国々を網羅しています。ボッシュの未来の成長のための基盤は技術革新力であり、
世界 136 の拠点で約 8 万 7,000 人の従業員が研究開発に携わっています。 
*2024 年の為替平均レート、1 ユーロ＝163.8354 円で計算 
 
 
さらに詳しい情報は 以下を参照してください。 
www.bosch.com ボッシュ・グローバル・ウェブサイト （英語） 
www.bosch-press.com ボッシュ・メディア・サービス （英語） 
www.bosch.co.jp/ ボッシュ・ジャパン 公式ウェブサイト （日本語） 
@BoschJapan ボッシュ・ジャパン 公式 X（日本語） 
https://www.facebook.com/bosch.co.jp ボッシュ・ジャパン 公式フェイスブック （日本語） 
https://www.youtube.com/boschjp ボッシュ・ジャパン 公式 YouTube （日本語） 
https://www.linkedin.com/company/bosch-japan/ ボッシュ・ジャパン 公式LinkedIn（日本語） 
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